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嶺
之
介

は
じ
め
に

最
初
に
申
し
あ
げ
て
お
き
ま
す
が
、
私
の
専
門
分
野
は
京
都
府
や
滋
賀
県
を
対
象
に
し
た
日
本
近
代
地
域
史
で
、
と
く
に
新
島
襄
、

あ
る
い
は
同
志
社
に
つ
い
て
詳
し
い
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
先
ほ
ど
こ
の
会
場
を
見
回
し
た
と
こ
ろ
、
私
よ
り
も
詳
し
い
先
生

方
が
何
人
か
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
私
自
身
は
、
新
島
が
生
き
た
時
代
の
京
都
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
、
少
し
ば
か

り
勉
強
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
先
ほ
ど
も
ご
紹
介
が
ご
ざ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
私
は
、
三
一
年
間
、

人
文
科
学
研
究
所
の
教
員
で
、
二
〇
〇
七
年
に
京
都
橘
大
学
に
移
り
ま
し
た
。
今
度
は
、
外
の
目
で
同
志
社
や
新
島
襄
を
見
る
こ
と

に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
外
の
目
か
ら
見
た
ら
、
同
志
社
の
歴
史
の
特
徴
は
何
な
の
か
。
結
論
的
に
言
い
ま
す
と
、
創
立
者
が
政
治
家

で
は
な
く
て
教
育
者
で
、
し
か
も
そ
の
人
物
が
高
校
の
教
科
書
に
も
登
場
す
る
有
名
人
で
、
人
間
的
に
も
か
な
り
お
も
し
ろ
い
人
物

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ど
う
い
う
点
が
お
も
し
ろ
い
か
は
後
で
述
べ
ま
す
。
と
も
あ
れ
、
そ
う
い
う
創
立
者
を
持
っ
て
い
る
大

学
と
い
う
の
は
、
他
の
大
学
に
移
っ
て
み
る
と
う
ら
や
ま
し
い
、
そ
う
い
う
感
じ
を
し
て
お
り
ま
す
。

私
自
身
は
、
先
ほ
ど
新
島
襄
に
つ
い
て
素
人
だ
と
い
う
ふ
う
に
申
し
上
げ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
少
し
だ
け
新
島
に
つ
い
て
書
い
た
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も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
一
つ
は
「
新
島
襄
と
自
由
民
権
家
の
群
像
」（
学
校
法
人
同
志
社
編
『
新
島
襄
―
近
代
日
本
の
先
覚
者
』
晃

洋
書
房
、
一
九
九
三
年
）。
そ
れ
か
ら
、
も
う
一
つ
は
、「
新
島
襄
と
北
垣
国
道
」（
伊
藤
彌
彦
編
『
新
島
襄
全
集
を
読
む
』
晃
洋
書
房
、

二
〇
〇
二
年
）。
さ
ら
に
、「
田
中
源
太
郎
と
新
島
襄
」（『
同
志
社
時
報
』
九
四
号
）
と
い
う
小
文
も
書
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
拙

稿
と
、
今
回
の
展
示
さ
れ
た
新
し
い
資
料
（
二
〇
一
五
年
四
月
二
一
日
～
六
月
二
一
日
に
開
催
さ
れ
た
同
志
社
創
立
一
四
〇
周
年
記

念
「
は
じ
ま
り
の
地
―
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か
ら
寺
町
丸
太
町
、
今
出
川
へ
」
展
示
資
料
、
同
名
の
図
録
に
収
録
）
も
一
部
取
り
入
れ
ま

し
て
、
今
日
は
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
心
的
に
話
を
す
る
の
は
、
一
八
八
三
年
（
明
治
一
六
）
頃
か
ら
新
島
が
も
っ
と
も
京
都
の
人
た
ち
と
関
わ
り
合
っ
た
運
動
、
す

な
わ
ち
大
学
設
立
募
金
運
動
に
つ
い
て
で
す
。
こ
の
運
動
で
、
新
島
は
京
都
の
人
々
、
と
り
わ
け
政
財
界
の
人
び
と
と
か
か
わ
っ
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
多
く
は
、
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
、
と
り
わ
け
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
が
府
会
議
長
田
中
源
太
郎
と

京
都
府
知
事
北
垣
国
道
で
す
。
彼
ら
は
な
ぜ
ど
の
よ
う
に
し
て
新
島
の
運
動
に
協
力
し
て
い
っ
た
の
か
。
ま
た
、
大
学
設
立
募
金
運

動
の
展
開
の
中
で
、
新
島
は
、
中
央
の
政
治
家
、
井
上
馨
・
陸
奥
宗
光
・
大
隈
重
信
ら
に
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
中

央
政
治
家
と
の
関
わ
り
方
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
し
て
最
後
に
、
大
学
設

立
募
金
運
動
か
ら
見
え
る
私
な
り
の
新
島
襄
の
お
も
し
ろ
さ
を
論
じ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
（
な
お
、
こ
の
話
は
杉
井
六
郎
先
生
ら

の
先
行
研
究
、
た
と
え
ば
『
同
志
社
百
年
史
』
通
史
編
Ⅰ
な
ど
を
前
提
に
し
て
い
ま
す
）。

Ⅰ　

同
志
社
の
場
所

大
学
設
立
募
金
運
動
の
話
の
前
に
、
今
回
の
展
示
が
「
は
じ
ま
り
の
地
」
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
同
志
社
が
始
ま
っ
た
地
、
寺
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襄
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一
八
五

町
丸
太
町
、
烏
丸
今
出
川
に
つ
い
て
、
少
し
気
が
付
い
た
こ
と
を
話
を
し
て
お
き
ま
す
。
第
1
図
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
一

二
月
九
日
の
王
政
復
古
の
大
号
令
の
時
点
で
の
御
所
と
公
家
町
を
記
し
た
絵
図
で
す
。
右
上
、
す
な
わ
ち
寺
町
丸
太
町
の
と
こ
ろ
に

「
中
井
」
と
い
う
家
の
名
前
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
が
、
一
八
七
五
年
（
明
治
八
）
一
一
月
に
同
志
社
が
開
校
し
た
場
所
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
展
示
の
図
録
が
詳
し
い
解
説
を
書
い
て
い
ま
す
。
図
録
に
よ
れ
ば
、
こ
の
場
所
は
、
も
と
も
と
は
信
行
寺
と
い

う
お
寺
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
よ
う
で
す
。
こ
の
あ
た
り
は
「
寺
町
」
で
す
か
ら
、
お
寺
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
こ
で
注

目
さ
れ
る
の
は
、
寺
町
通
と
い
う
通
の
こ
と
で
す
。
一
八
八
九
年
（
明
治
二
二
）、
当
時
の
北
垣
国
道
府
知
事
が
語
っ
た
と
こ
ろ
に

よ
る
と
、
京
都
市
中
で
道
幅
が
も
っ
と
も
広
か
っ
た
通
は
三
条
通
と
寺
町
通
で
大
体
四
間
（
約
七
・
二
メ
ー
ト
ル
）
程
度
で
し
た
。

現
在
烏
丸
通
も
今
出
川
通
も
一
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
幅
で
す
が
、
こ
れ
は
明
治
末
か
ら
大
正
初
期
の
道
路
の
拡
幅
に
よ
っ
て
広
く

な
っ
た
通
で
、
も
と
も
と
は
寺
町
通
よ
り
も
道
幅
は
狭
か
っ
た
の
で
す
。
ま
ず
、
風
景
と
し
て
、
最
初
に
、
同
志
社
が
開
校
し
た
場

所
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
京
都
市
中
で
も
三
条
通
と
共
に
も
っ
と
も
広
い
道
幅
の
場
所
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

一
八
七
六
年
（
明
治
九
）
に
は
、
同
志
社
は
今
の
薩
摩
屋
敷
の
と
こ
ろ
に
移
る
わ
け
で
す
。
今
出
川
の
地
で
す
。
こ
の
絵
図
で
は
、

右
下
の
と
こ
ろ
に
「
薩
州
屋
敷
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
南
（
絵
図
で
は
右
）
の
今
出
川
通
に
面
し
た
と
こ
ろ
に
、
西
（
絵
図

で
は
下
）
か
ら
「
竹
内
殿
」「
徳
大
寺
殿
」「
藤
谷
殿
」「
冷
泉
殿
」「
山
科
殿
」
と
公
家
の
家
が
並
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
内
現
在
残
っ

て
い
る
の
は
冷
泉
家
だ
け
で
、
他
の
四
つ
の
家
の
と
こ
ろ
は
現
在
同
志
社
の
所
有
地
で
す
。
同
志
社
が
こ
の
地
に
学
校
を
建
築
し
始

め
た
の
は
一
九
七
六
年
六
月
で
す
が
、
こ
の
年
五
月
の
宮
内
省
の
調
査
で
は
、
徳
大
寺
家
と
い
う
清
華
家
の
家
を
除
け
ば
、
竹
内
・

藤
谷
・
冷
泉
・
山
科
の
四
つ
の
家
は
ま
だ
京
都
に
残
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
こ
と
は
刑
部
芳
則
さ
ん
の
『
京
都
に
残
っ
た
公
家

た
ち　

華
族
の
近
代
』と
い
う
本
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
刑
部
さ
ん
の
研
究
で
は
、こ
の
時
五
六
の
公
家
が
ま
だ
京
都
に
残
っ
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て
い
た
よ
う
で
す
。
冷
泉
家
を
除
く
竹
内
・
藤
谷
・
山
科
の
三
つ
の
公
家
の
家
が
い
つ
こ
の
地
か
ら
離
れ
た
か
非
常
に
興
味
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
こ
と
を
示
す
史
料
が
欲
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ
う
な
史
料
は
何
と
か
探
し
出
せ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
。

Ⅱ　

大
学
設
立
募
金
運
動
の
前
期

①
大
学
設
立
募
金
運
動
の
端
緒

大
学
設
立
募
金
運
動
は
日
本
で
の
具
体
的
な
動
き
の
は
じ
ま
り
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
一
八
八
一
年
（
明

治
一
四
）
一
〇
月
中
旬
、
奈
良
県
吉
野
郡
の
山
林
王
土
倉
庄
三
郎
が
立
憲
政
党
新
聞
社
の
古
沢
滋
と
と
も
に
新
島
を
訪
問
し
、
子
息

二
人
の
教
育
を
依
頼
し
、
そ
の
際
新
島
は
大
学
設
立
の
計
画
を
述
べ
、
土
倉
は
か
れ
の
計
画
に
賛
同
し
、
経
済
的
援
助
を
約
束
し
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
翌
年
、
一
月
、
新
島
は
、
大
阪
よ
り
御ご

所せ

に
行
っ
て
、
御
所
か
ら
大
風
雪
に
あ
い
な
が
ら
吉
野
郡
大
滝
村
（
現

奈
良
県
吉
野
郡
川
上
村
大
滝
）
の
土
倉
邸
を
訪
問
し
、
同
志
社
大
学
法
学
科
設
置
の
た
め
五
、〇
〇
〇
円
の
寄
付
を
と
り
つ
け
ま
す
。

史
料
で
見
る
と
簡
単
そ
う
に
見
え
る
の
で
す
が
、
ま
ず
、
こ
の
一
事
を
も
っ
て
し
て
も
、
新
島
の
こ
の
運
動
へ
の
本
気
度
の
凄
さ
を

感
じ
ま
す
。
私
も
こ
の
土
倉
の
生
地
に
行
っ
て
み
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
新
島
の
時
代
は
も
ち
ろ
ん
鉄
道
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
御
所

か
ら
、
ず
っ
と
歩
い
て
い
く
。
一
月
で
す
か
ら
、
風
雪
の
中
を
行
く
わ
け
で
す
。
執
念
を
感
じ
ま
す
。
吉
野
川
の
近
く
で
す
が
、
今

は
土
倉
の
家
は
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

②
田
中
源
太
郎
の
獲
得

で
は
、
最
初
の
運
動
で
あ
る
京
都
に
お
け
る
大
学
設
立
募
金
運
動
は
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
る
の
か
。
別
の
表
現
で
言
え
ば
、
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動
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さ
え
た
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脈
―

一
八
七

新
島
は
京
都
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
形
で
金
を
集
め
よ
う
と
し
た
の
か
。
京
都
府
会
と
い
う
の
が
一
八
七
九
年
（
明
治
一
二
）
か
ら

で
き
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
京
都
府
会
の
連
中
を
、
ま
ず
束
ね
て
い
く
と
い
う
や
り
方
を
新
島
は
い
た
し
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
束

ね
る
と
い
っ
た
場
合
に
、
誰
を
中
心
に
持
っ
て
く
る
か
と
い
う
と
、
京
都
府
会
議
長
の
田
中
源
太
郎
と
い
う
人
物
で
す
。
田
中
源
太

郎
は
京
都
政
財
界
の
中
心
人
物
で
南
桑
田
郡
亀
岡
町
の
出
身
で
す
。
一
八
八
〇
年
（
明
治
一
三
）
に
府
会
議
員
に
当
選
し
、
一
八
八

二
年
（
明
治
一
五
）
か
ら
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
三
）
ま
で
京
都
府
会
の
ト
ッ
プ
に
あ
る
府
会
議
長
を
つ
と
め
、
一
八
九
〇
年
か
ら

一
八
九
四
年
（
明
治
二
七
）
ま
で
は
衆
議
院
議
員
（
当
初
は
大
成
会
、
の
ち
無
所
属
）。
一
八
九
七
年
（
明
治
三
〇
）
か
ら
一
九
一

八
年
（
大
正
七
）
ま
で
は
多
額
納
税
者
の
貴
族
院
議
員
を
つ
と
め
ま
す
。
そ
し
て
明
治
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
は
京
都
府
下
き
っ

て
の
大
地
主
で
あ
る
と
と
も
に
、
明
治
一
〇
年
代
後
半
以
降
は
京
都
商
工
銀
行
は
じ
め
諸
会
社
の
役
員
を
歴
任
す
る
実
業
家
で
し
た

（『
田
中
源
太
郎
翁
伝
』、『
京
都
府
議
会
歴
代
議
員
録
』）。
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
り
、
一
八
八
三
年
（
明
治
一
六
）
ま
で
新
島
襄
と

の
接
点
を
直
接
的
に
は
持
た
な
い
人
間
で
し
た
。
こ
の
田
中
源
太
郎
を
募
金
運
動
の
発
起
人
の
一
人
に
な
っ
て
も
ら
い
、
京
都
府
会

議
員
の
獲
得
と
い
う
方
法
が
新
島
周
辺
で
考
え
ら
れ
た
方
法
で
し
た
。
京
都
府
会
議
員
は
、
当
時
九
〇
名
ほ
ど
で
上
・
下
京
区
と
郡

部
一
八
郡
か
ら
選
出
さ
れ
て
お
り
、
府
会
議
員
と
京
都
府
と
の
意
見
の
調
整
役
と
し
て
府
会
議
員
か
ら
選
ば
れ
た
一
〇
名
の
常
置
委

員
（
区
部
五
名
、
郡
部
五
名
）
が
お
り
ま
し
た
。
常
置
委
員
と
い
う
の
は
、
地
方
税
（
府
県
税
）
を
も
っ
て
支
弁
す
べ
き
事
業
を
執

行
す
る
方
法
順
序
に
つ
い
て
、
そ
の
都
度
府
知
事
・
県
令
の
諮
問
を
受
け
そ
の
意
見
を
述
べ
る
と
い
う
重
要
な
役
職
で
し
た
。

田
中
は
獲
得
す
る
に
は
、
山
本
覚
馬
か
ら
浜
岡
光
哲
へ
、
そ
し
て
浜
岡
か
ら
い
と
こ
で
あ
る
田
中
源
太
郎
へ
、
と
い
う
の
が
当
初

考
え
ら
れ
た
方
法
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
浜
岡
光
哲
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
浜
岡
は
、
上
京
区
選
出
で
府
会
区
部

会
の
副
議
長
（
一
八
八
一
～
一
八
八
三
年
、
一
八
八
六
～
一
八
八
七
年
）
を
つ
と
め
、
京
都
商
工
会
議
所
（
一
八
九
一
年
よ
り
京
都

商
業
会
議
所
に
な
る
）
の
ト
ッ
プ
（
会
長･

会
頭
）
を
一
八
八
四
年
よ
り
一
九
〇
一
年
ま
で
つ
と
め
た
政
財
界
の
実
力
者
で
す
。『
中
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外
電
報
』、『
京
都
日
出
新
聞
』
の
経
営
者
で
も
あ
り
ま
す
。
一
八
七
四
年
頃
に
山
本
覚
馬
に
私
淑
し
ま
す
（『
浜
岡
光
哲
翁
七
十
七

年
史
』）。
ま
た
、
後
で
話
を
し
ま
す
北
垣
国
道
京
都
府
知
事
と
も
親
し
く
、
実
は
京
都
府
知
事
北
垣
の
日
記
『
塵
海
』
中
に
、
民
間

人
で
も
っ
と
も
登
場
頻
度
が
多
い
の
が
浜
岡
で
す
。

た
だ
、
い
と
こ
と
言
っ
て
も
、
田
中
源
太
郎
と
浜
岡
光
哲
で
は
性
格
に
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、『
田
中
源
太

郎
翁
伝
』
で
は
、
両
者
の
性
格
の
違
い
を
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
ま
す
（
三
二
二
頁
）。

両
者
の
性
格
は
全
く
相
異
な
り
、田
中
翁
の
細
心
周
密
、計
数
の
才
に
長
じ
、飽
ま
で
も
現
実
に
立
脚
し
た
実
行
主
義
者
で
あ
っ

た
の
に
反
し
、
浜
岡
翁
は
放
胆
に
し
て
鷹
揚
、
現
在
に
拘
泥
せ
な
い
理
想
主
義
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
相
反
せ
る
性
格
が
、
反
っ

て
長
短
相
補
ひ
、
有
無
相
通
ず
る
の
妙
機
を
生
み
、
一
事
を
成
し
、
一
業
を
起
す
に
当
た
っ
て
は
、
田
中
翁
は
内
に
、
浜
岡
翁

は
外
に
、
恰
も
女
房
と
亭
主
の
如
き
役
割
を
演
じ
、
共
に
無
く
て
は
な
ら
ぬ
大
切
な
両
柱
と
な
っ
て
、
互
に
苦
を
分
ち
、
楽
を

共
に
し
来
っ
た
の
は
、
奇
し
く
も
亦
床
し
き
因
縁
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
慎
重
な
性
格
の
田
中
を
、
新
島
は
京
都
の
大
学
設
立
募
金
運
動
の
中
心
人
物
に
す
え
る
こ
と
は
な
か
な
か
で
き
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。

た
と
え
ば
、
一
八
八
三
年
七
月
二
〇
日
、
新
島
は
、
田
中
源
太
郎
へ
手
紙
を
出
し
ま
す
。
こ
の
内
容
は
、
新
島
と
浜
岡
と
の
親
し

い
関
係
に
も
触
れ
な
が
ら
、
是
非
大
学
設
立
募
金
運
動
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
き
た
い
と
い
う
非
常
に
丁
重
な
形
の
文
で
す
（『
新

島
襄
全
集
』〔
以
下
『
全
集
』
と
略
す
〕
第
三
巻
、
二
四
〇
～
四
一
頁
）。

同
年
一
〇
月
一
日
、
さ
ら
に
新
島
は
、
田
中
源
太
郎
へ
手
紙
を
出
し
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
近
々
発
起
人
集
会
を
開
く
の
で
、
是
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一
八
九

非
発
起
人
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
も
の
で
す
（『
全
集
』
第
三
巻
、
二
四
五
頁
）。
新
島
は
、
こ
の
頃
浜
岡
光
哲
と
協
議

し
た
う
え
で
、
京
都
府
会
の
郡
区
の
常
置
委
員
を
発
起
人
と
す
る
意
向
で
し
た
か
ら
（『
全
集
』
第
一
巻
、
一
八
六
頁
）、
発
起
人
会

議
を
招
集
す
る
際
に
ど
う
し
て
も
府
会
議
長
で
あ
る
田
中
の
名
が
欲
し
か
っ
た
の
で
す
。

翌
一
〇
月
二
日
付
で
、田
長
源
太
郎
よ
り
新
島
へ
返
信
が
届
き
ま
す
。し
か
し
田
中
の
返
事
は
新
島
の
期
待
を
裏
切
る
も
の
で
、「
法

律
専
門
校
」の
設
立
発
起
人
に
な
る
こ
と
を
辞
退
し
、普
通
の
賛
成
者
の
な
か
に
入
れ
て
く
れ
る
よ
う
に
要
請
す
る
も
の
で
し
た（『
全

集
』
第
九
巻
〈
上
〉、
一
一
八
頁
）。
あ
き
ら
め
き
れ
な
い
新
島
は
、
一
〇
月
四
日
ま
た
も
や
田
中
源
太
郎
に
書
簡
を
送
り
、
再
度
発

起
人
に
加
入
す
る
こ
と
を
訴
え
ま
す
（『
全
集
』
第
三
巻
、
二
四
六
頁
）。
こ
の
あ
た
り
の
新
島
を
見
て
い
る
と
、
と
も
か
く
な
り
ふ

り
か
ま
わ
ず
に
執
拗
に
田
中
獲
得
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
一
〇
月
四
日
、
大
学
設
立
発
起
人
加
盟
の
依
頼
書
は
、

田
中
源
太
郎
を
外
し
、
山
本
覚
馬
・
浜
岡
光
哲
・
中
村
栄
助
・
新
島
襄
の
四
人
の
連
名
で
京
都
府
区
部
常
置
委
員
に
送
付
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
（『
全
集
』
第
一
巻
、
一
八
六
～
八
七
頁
）。

一
〇
月
一
一
日
、
新
島
は
、
京
都
市
中
で
田
中
源
太
郎
に
会
っ
て
話
を
し
ま
す
。
こ
の
席
で
田
中
は
発
起
人
辞
退
の
理
由
を
述
べ

る
の
で
す
が
、「
同
志
社
大
学
創
立
記
事
」
の
中
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
り
ま
す
（『
全
集
』
第
一
巻
、
一
七
八
頁
）。

近
来
米
価
地
価
ノ
下
落
ト
加
之
当
夏
ノ
旱
魃
ヲ
以
テ
ス
ル
ヨ
リ
村
落
ハ
非
常
ニ
困
却
、
随
不
景
気
不
融
通
ヲ
醸
シ
、
到
底
此
ノ

実
況
ナ
ル
レ
ハ
賛
成
家
ヲ
得
ル
ニ
見
込
ナ
ケ
レ
ハ
、
此
レ
時
機
ノ
未
タ
至
ラ
サ
ル
ナ
ル
ベ
シ
ト
思
ワ
レ
断
然
発
起
人
加
名
ハ
辞

シ
度
ト
云
レ
タ
リ

こ
れ
は
、
当
時
の
事
情
を
考
え
る
と
、
田
中
の
言
う
と
お
り
で
す
。
こ
の
一
八
八
三
年
（
明
治
一
六
）
と
い
う
年
は
、
明
治
期
最
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大
の
大
旱
魃
の
年
な
ん
で
す
。
私
は
、
滋
賀
県
の
地
域
史
も
研
究
し
て
い
ま
す
が
、
滋
賀
県
内
の
あ
る
史
料
で
は
、
七
月
か
ら
七
八

日
間
、
つ
ま
り
二
カ
月
半
雨
が
降
ら
な
い
、
と
書
い
て
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
米
が
採
れ
な
い
。
要
す
る
に
、
新
島
襄
が
募
金
運
動

を
始
め
た
こ
ろ
の
時
期
と
い
う
の
は
、
よ
く
松
方
デ
フ
レ
と
い
う
言
葉
で
こ
の
時
期
の
不
景
気
を
言
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な

く
て
大
災
害
が
頻
発
し
た
時
期
だ
っ
た
の
で
す
。
一
八
八
三
年
は
今
い
っ
た
よ
う
に
明
治
期
の
最
大
の
旱
魃
の
年
で
す
。
一
八
八
五

年
（
明
治
一
八
）
は
水
害
の
年
で
す
。
一
八
八
九
年
（
明
治
二
二
）
と
い
う
の
も
、
こ
れ
も
大
水
害
の
年
で
す
。
そ
の
よ
う
に
新
島

が
大
学
設
立
募
金
運
動
を
展
開
し
た
時
期
は
、
自
然
災
害
と
不
景
気
が
合
わ
さ
っ
て
地
域
は
も
の
す
ご
く
苦
し
い
時
期
な
ん
で
す
。

一
八
八
三
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
地
租
延
納
願
と
い
う
、
つ
ま
り
「
地
租
を
払
え
な
い
の
で
、
ち
ょ
っ
と
延
ば
し
て
く
れ
」
と
い

う
よ
う
な
史
料
が
、
京
都
府
で
も
、
滋
賀
県
で
も
、
い
っ
ぱ
い
出
て
く
る
時
期
で
す
。
だ
か
ら
、
田
中
は
「
私
は
、
発
起
人
は
や
ら

な
い
」
と
固
辞
し
ま
す
。

新
島
は
そ
れ
で
も
あ
き
ら
め
な
い
。
田
中
に
会
っ
た
夜
、
新
島
は
、
三
丹
地
方
巡
回
か
ら
戻
っ
た
中
村
栄
助
に
田
中
の
件
を
相
談

し
、
中
村
よ
り
京
都
商
工
会
議
所
会
頭
高
木
文
平
に
相
談
し
て
は
と
勧
め
ら
れ
ま
す
（『
全
集
』
第
一
巻
、
一
七
八
頁
）。
翌
一
二
日

朝
、
新
島
は
浜
岡
光
哲
の
家
に
立
ち
寄
っ
て
後
、
高
木
文
平
を
訪
問
し
、
田
中
を
翻
意
さ
せ
る
方
法
を
尋
ね
ま
す
。
高
木
は
一
応
田

中
に
面
会
す
る
こ
と
を
約
束
し
、
再
三
頼
ん
で
応
じ
な
け
れ
ば
止
む
を
得
な
い
、
応
じ
た
も
の
だ
け
で
発
起
人
と
し
、
募
集
方
法
を

定
め
て
賛
成
者
を
募
る
し
か
方
法
は
な
い
、
と
新
島
に
答
え
た
よ
う
で
す
（『
全
集
』
第
一
巻
、
一
七
八
～
七
九
頁
）。
高
木
文
平
と

は
ど
ん
な
人
物
か
。
こ
の
人
は
、
京
都
府
官
僚
を
経
て
北
桑
田
郡
選
出
府
会
議
員
（
一
八
八
〇
～
八
一
年
）、
そ
の
後
下
京
区
選
出

府
会
議
員
（
一
八
八
四
～
一
八
九
〇
年
）、
一
八
八
二
年
か
ら
一
八
八
五
年
ま
で
京
都
商
工
会
議
所
初
代
会
長
を
つ
と
め
ま
す
。
当

時
の
北
垣
府
知
事
を
助
け
て
琵
琶
湖
疏
水
事
業
に
尽
力
し
ま
す
（『
京
都
府
議
会
歴
代
議
員
録
』、
高
木
誠
『
わ
が
国
水
力
発
電
・
電

気
鉄
道
の
ル
ー
ツ
』）。
こ
の
一
二
日
の
二
日
前
の
一
〇
月
一
〇
日
に
発
起
人
に
な
る
こ
と
を
承
諾
し
た
ば
か
り
で
し
た
。
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高
木
が
ど
の
よ
う
に
田
中
に
か
け
あ
っ
た
か
は
不
明
で
す
。「
同
志
社
大
学
記
事
」
は
「
而
シ
テ
其
後
ニ
至
リ
漸
ク
発
起
人
中
ニ

列
加
セ
リ
」
と
の
み
記
し
て
い
ま
す
（『
全
集
』
第
一
巻
、
一
八
三
頁
）。
お
そ
ら
く
、
そ
の
後
高
木
・
浜
岡
ら
が
田
中
を
説
得
し
、

翻
意
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
田
中
工
作
の
過
程
の
史
料
に
中
村
栄
助
は
登
場
す
る
が
、
山
本
覚
馬
は
一

切
登
場
し
ま
せ
ん
。
田
中
源
太
郎
も
、
山
本
覚
馬
の
教
え
を
受
け
て
い
る
ん
で
す
が
、
田
中
が
教
え
を
受
け
た
の
は
山
本
覚
馬
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
く
、
同
志
社
を
支
え
た
京
都
人
脈
を
山
本
覚
馬
の
教
え
子
の
よ
う
に
言
っ
た
り
す
る
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す

が
、
そ
れ
は
山
本
覚
馬
の
過
大
評
価
だ
と
思
い
ま
す
。
山
本
は
、
一
八
七
九
年
に
創
設
さ
れ
た
京
都
府
会
の
初
代
議
長
で
す
が
、
影

響
力
が
あ
っ
た
の
は
ご
く
府
会
の
初
期
だ
け
で
、
長
く
京
都
府
会
に
影
響
力
を
持
つ
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
山
本
を
あ
ま
り
過
大

評
価
を
す
る
と
、
田
中
源
太
郎
や
浜
岡
光
哲
な
ど
の
役
割
を
過
小
評
価
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
田
中
獲
得
に
成
功
し
た
後
、
一
八
八
四
年
（
明
治
一
七
）
四
月
一
日
、
京
都
商
工
会
議
所
で
大
学
設
立
に
つ
い
て
京

都
府
下
「
名
望
ノ
士
（
多
ク
ハ
府
会
議
員
）」
七
〇
余
名
の
会
合
が
開
か
れ
ま
す
。
こ
の
時
司
会
を
し
た
の
が
田
中
源
太
郎
で
す
（『
全

集
』
第
一
巻
、
一
九
一
～
九
三
頁
）。
そ
し
て
、
翌
四
月
二
日
、
前
日
に
続
い
て
京
都
商
工
会
議
所
で
相
談
会
を
開
き
、
二
二
名
が

出
席
し
ま
す
。
こ
こ
で
綱
領
・
仮
則
・
募
集
金
仮
則
を
決
定
さ
れ
、
校
名
は
「
明
治
専
門
学
校
」、
募
集
金
総
額
は
七
万
円
と
さ
れ

ま
す
（『
全
集
』
第
一
巻
、
一
九
二
～
九
三
頁
）。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
先
行
研
究
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。
四
月
四
日

に
は
、
専
門
学
校
発
起
人
に
よ
り
一
四
人
の
役
員
（
理
事
委
員
）
が
選
定
さ
れ
ま
す
（『
全
集
』
第
一
巻
、
一
九
二
頁
）。

［
京�

都
府
下
区
部
理
事
委
員
］
浜
岡
光
哲
、
中
村
栄
助
、
高
木
文
平
、
市
田
文
次
郎
、
西
村
七
三
郎
、
内
貴
甚
三
郎
、
竹
鼻
仙

右
衛
門

［
京�

都
府
下
郡
部
理
事
委
員
］
松
野
新
九
郎
（
愛
宕
郡
）、
田
中
常
七
（
葛
野
郡
）、
正
木
安
左
衛
門
（
乙
訓
郡
、「
同
志
社
大
学
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記
事
」
に
は
「
安
右
衛
門
」
と
記
載
間
違
い
を
し
て
い
る
、
高
久
注
）、
菱
木
信
興
（
紀
伊
、
久
世
郡
）、
吉
井
省
三
（
宇

治
郡
）、
伊
東
熊
夫
（
綴
喜
、
相
楽
郡
）、
田
中
源
太
郎
（
南
桑
田
郡
）、
河
原
林
義
雄
（
北
桑
田
郡
）、
奥
村
新
之
丞
（
船

井
郡
）、
福
井
矢
之
輔
（
何
鹿
郡
）、
田
中
喜
間
太
（
天
田
郡
）、
今
林
則
満
（
与
謝
郡
）、
足
達
又
八
郎
（
竹
野
郡
）、
稲
葉

市
郎
右
衛
門
（
熊
野
郡
）

注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
全
員
が
京
都
府
会
議
員
お
よ
び
府
会
議
員
経
験
者
で
、
し
か
も
常
置
委
員
が
数
多
く
占
め
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
新
島
が
京
都
府
会
議
員
を
中
心
に
大
学
設
立
募
金
運
動
を
実
施
し
よ
う
と
し
た
の
か
が
よ
く
わ
か
る
と
と
も
に
、
田
中
源
太

郎
獲
得
に
い
か
に
こ
だ
わ
っ
た
の
か
が
あ
ら
た
め
て
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
日
、
四
月
四
日
の
夜
、
田
中
源
太
郎
、
浜
岡
光
哲
、
高
木
文
平
の
三
人
が
、
新
島
夫
婦
と
山
本
覚
馬
夫
婦
を
招
待
し
、
祇
園

中
村
楼
で
日
本
食
の
会
食
を
し
ま
す
。
こ
れ
は
新
島
の
二
度
目
の
外
遊
の
送
別
会
で
し
た
。
新
島
の
日
記
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か

れ
て
い
ま
す
。「
此
三
氏
ノ
如
キ
ハ
」、
つ
ま
り
、
田
中
、
浜
岡
、
高
木
の
こ
と
で
す
が
、「
今
回
専
門
校
ノ
談
判
ニ
至
リ
実
ニ
柱
石

ト
云
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
浜
岡
氏
ナ
カ
リ
セ
バ
争
テ
田
中
氏
モ
之
に
応
ス
ベ
ケ
ン
、
田
中
氏
ノ
奮
発
ト
周
旋
ナ
カ
リ
セ
ハ
争
デ
カ
府
会

ノ
人
ヲ
シ
テ
之
に
応
セ
シ
ム
ベ
ケ
ン
、
又
高
木
氏
ノ
果
断
克
ク
田
中
氏
ヲ
翼
賛
ス
ル
ナ
ク
ン
ハ
、
田
中
氏
モ
亦
焉
ソ
如
斯
ク
速
ニ
成

功
ヲ
見
ル
ヲ
得
〔
ベ
〕
ケ
ン
」（『
全
集
』
第
五
巻
、
三
二
〇
頁
）。
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Ⅲ　

大
学
設
立
募
金
運
動
の
後
期
―
全
国
的
展
開
と
京
都
府
知
事
北
垣
国
道
の
全
面
的
協
力

①
新
島
の
帰
国
と
一
八
八
六
年
・
一
八
八
七
年
の
動
き

新
島
が
帰
国
す
る
の
は
一
八
八
五
年
（
明
治
一
八
）
一
二
月
で
、
一
年
八
か
月
ぶ
り
の
帰
洛
で
す
。
一
八
八
六
年
～
一
八
八
七
年

に
大
学
設
立
募
金
運
動
に
目
立
っ
た
動
き
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の
二
点
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
一
つ
は
、
一
八
八
七
年
（
明
治
二
〇
）

二
月
、
新
島
が
北
垣
国
道
京
都
府
知
事
の
息
子
確か

た
しの
教
育
を
請
負
う
と
い
う
事
実
で
す
（『
全
集
』
第
三
巻
、
四
四
八
頁
）。
府
知
事

の
息
子
の
教
育
を
新
島
が
ひ
き
う
け
た
と
い
う
こ
と
は
、
新
島
と
北
垣
の
接
触
の
度
合
い
を
強
め
た
と
い
う
こ
と
で
す
（
北
垣
の
息

子
の
教
育
は
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
よ
う
で
、
熊
本
の
海
老
名
弾
正
に
預
け
た
り
し
ま
す
が
）。
も
う
一
つ
は
、
こ
の
年

の
六
月
一
三
日
、
新
島
は
、
北
垣
の
紹
介
に
よ
り
横
浜
正
金
銀
行
頭
取
原
六
郎
（
北
垣
と
は
但
馬
青
谿
書
院
の
同
門
）
に
接
触
し
、

大
学
設
立
の
た
め
の
寄
付
金
応
募
の
約
束
を
取
り
付
け
た
と
い
う
事
実
が
あ
り
ま
す
（『
全
集
』
第
三
巻
、
四
七
〇
頁
、『
塵
海
』
明

治
二
〇
年
六
月
二
一
日
条
）。こ
れ
は
北
垣
が
新
島
の
大
学
設
立
募
金
運
動
に
積
極
的
に
援
助
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
の
現
れ
で
す
。

こ
こ
で
北
垣
国
道
と
い
う
人
物
に
触
れ
て
お
き
ま
す
。
北
垣
国
道
は
、
但
馬
国
養
父
郡
能
座
村
（
現
兵
庫
県
養
父
市
）
出
身
で
尊

皇
攘
夷
運
動
に
参
加
し
、
鳥
取
藩
士
に
な
り
ま
す
。
維
新
後
、
明
治
政
府
に
出
仕
し
北
海
道
開
拓
事
業
に
従
事
。
そ
の
後
高
知
県
令

を
経
て
一
八
八
一
年
（
明
治
一
四
）
一
月
か
ら
一
八
九
二
年
（
明
治
二
五
）
七
月
ま
で
一
一
年
半
京
都
府
知
事
を
つ
と
め
ま
す
。
京

都
府
知
事
時
代
、
琵
琶
湖
疏
水
事
業
を
完
成
に
導
い
た
ほ
か
、
民
間
企
業
の
育
成
や
鴨
東
開
発
を
行
い
ま
す
。
前
任
者
の
槙
村
正
直

府
知
事
と
異
な
り
、
府
会
の
多
数
派
協
調
行
政
を
特
徴
と
す
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
一
八
九
二
年
北
海
道
庁
長
官
に
な
り
、
そ

の
後
貴
族
院
議
員
、
枢
密
院
顧
問
官
な
ど
歴
任
し
、
晩
年
は
京
都
で
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
す
（
北
垣
に
つ
い
て
は
、
塵
海
研
究
会

編
『
北
垣
国
道
日
記
「
塵
海
」』
の
「
解
題
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
）。
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新
島
と
北
垣
の
接
触
は
、
北
垣
が
京
都
府
知
事
と
し
て
就
任
し
た
一
八
八
一
年
か
ら
で
す
。
き
っ
か
け
は
、
就
任
直
後
の
北
垣
が

新
島
を
通
し
て
ア
メ
リ
カ
の
工
学
技
術
、
具
体
的
に
は
「
破
石
薬
」（
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
）
に
つ
い
て
の
情
報
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し

た
こ
と
で
す
（『
全
集
』
第
五
巻
、
一
九
六
頁
）。
こ
れ
に
つ
い
て
、『
新
島
襄
全
集
』
第
八
巻
年
譜
編
は
「
琵
琶
湖
疏
水
工
事
と
関

連
が
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
」
と
注
記
し
て
い
ま
す
が
（『
全
集
』
第
八
巻
、
二
五
六
頁
）、
私
は
、
琵
琶
湖
疏
水
工
事
の
前
に
、
工
事

が
行
わ
れ
た
京
都
・
宮
津
間
車
道
開
鑿
工
事
と
の
関
連
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
と
も
か
く
も
、
新
島
と
北
垣
と
の
親
密
度
は
、

北
垣
就
任
四
年
後
に
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
自
ら
の
息
子
の
教
育
を
新
島
に
托
す
と
い
う
段
階
ま
で
進
み
ま
す
。

②
大
学
設
立
募
金
運
動
の
本
格
的
開
始
―
中
央
へ
の
進
出

大
学
設
立
募
金
運
動
が
本
格
化
し
、
新
島
が
中
央
の
政
治
家
と
接
触
し
だ
す
の
は
、
一
八
八
八
年
（
明
治
二
一
）
で
す
。
三
月
八

日
、
新
島
は
神
戸
に
土
倉
庄
三
郎
と
同
道
し
井
上
馨
と
会
い
、
同
月
一
九
日
に
は
京
都
で
陸
奥
宗
光
に
会
い
、
運
動
に
賛
同
を
得
た

よ
う
で
す
（『
全
集
』
第
一
巻
、
二
〇
〇
頁
）。
井
上
馨
と
新
島
襄
と
の
接
触
は
土
倉
の
紹
介
で
す
。
陸
奥
に
は
新
島
が
書
簡
を
送
り
。

そ
れ
に
対
応
し
て
陸
奥
が
京
都
の
新
島
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
同
年
三
月
か
ら
四
月
に

か
け
て
、
東
京
で
は
、
徳
富
猪
一
郎
が
、
自
己
の
主
宰
す
る
『
国
民
之
友
』
に
、
新
島
の
紹
介
と
私
立
大
学
の
必
要
性
を
訴
え
る
文

章
を
載
せ
、
新
島
の
代
理
と
し
て
東
京
に
出
張
し
て
い
た
金
森
通
倫
は
、
五
大
新
聞
雑
誌
社
の
記
者
に
大
学
設
立
の
ア
ピ
ー
ル
を
行

い
ま
す
。

こ
の
年
、
四
月
一
六
日
、
新
島
は
東
上
し
ま
す
。
そ
し
て
、
四
月
二
二
日
、
陸
奥
宗
光
の
斡
旋
で
井
上
馨
邸
で
、
明
治
専
門
学
校

設
立
に
関
す
る
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
井
上
、
陸
奥
、
青
木
周
蔵
、
野
村
靖
、
渋
沢
栄
一
、
原
六
郎
、
益
田
孝
、
沖

守
固
（
神
奈
川
県
知
事
）
が
出
席
し
ま
し
た
。
政
財
界
の
大
物
が
並
ん
だ
わ
け
で
す
。
こ
れ
も
よ
く
知
ら
れ
た
こ
と
で
す
が
、
こ
の
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席
上
、
新
島
は
、
脳
貧
血
で
席
を
退
く
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
お
こ
り
ま
す
。
よ
っ
ぽ
ど
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
た
の
か
ど
う
か
、

と
も
か
く
倒
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
五
月
三
一
日
付
で
新
島
は
京
都
の
新
島
八
重
に
あ
て
て
手
紙
を
書
い
て
い
ま
す
。
新
島
は
、
自

分
の
体
調
不
良
の
こ
と
が
世
に
知
れ
る
と
、
大
学
設
立
募
金
運
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
、
も
し
自
分
の
病
気
が
重
い
と
い
う
ふ

う
に
見
ら
れ
た
ら
、
賛
成
の
人
も
こ
れ
か
ら
減
っ
て
い
く
だ
ろ
う
、
だ
か
ら
な
る
べ
く
自
分
の
病
気
を
内
々
の
も
の
に
し
た
い
と
、

相
当
に
心
配
を
し
た
よ
う
で
す
。
こ
の
書
簡
は
、
新
島
の
切
実
な
想
い
が
よ
く
伝
わ
る
、
あ
る
種
感
動
的
な
書
簡
で
す
（『
全
集
』

第
5
巻
、
三
〇
〇
頁
、
第
三
巻
、
五
八
五
頁
）。

同
年
七
月
一
九
日
、
大
隈
重
信
外
務
大
臣
官
邸
で
明
治
専
門
学
校
設
立
に
つ
い
て
の
相
談
会
が
開
か
れ
ま
す
。
新
島
は
、
井
上
か

ら
馬
車
の
迎
え
が
あ
り
大
隈
邸
に
連
れ
て
行
か
れ
ま
す
。「
我
カ
党
」
か
ら
は
新
島
の
ほ
か
に
湯
浅
治
郎
・
徳
富
猪
一
郎
・
加
藤
勇

次
郎
が
参
列
し
ま
す
。
こ
の
会
合
に
は
、
大
隈
、
井
上
馨
、
青
木
周
蔵
、
渋
沢
栄
一
、
平
沼
専
造
、
岩
崎
弥
之
助
、
岩
崎
久
弥
、
益

田
孝
、
大
倉
喜
八
郎
、
田
中
平
八
が
出
席
す
る
の
で
す
が
、
こ
の
会
合
の
参
列
者
も
政
財
界
の
大
物
で
す
。
新
島
は
、
列
席
の
人
物

か
ら
大
学
設
立
の
た
め
の
寄
付
の
約
束
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（『
全
集
』
第
五
巻
、
三
五
一
～
五
三
頁
）。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
七
月
一
九
日
の
大
隈
邸
で
の
会
合
は
も
う
一
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
し
た
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、
在
野
の
井
上
馨

に
対
し
大
隈
外
務
大
臣
よ
り
入
閣
の
要
請
が
行
わ
れ
た
場
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。（
同
年
九
月
一
九
日
付
青
木
周
蔵
よ
り
陸
奥
宗
光

宛
書
簡
、
陸
奥
宗
光
関
係
文
書
）。
つ
ま
り
、
表
で
は
明
治
専
門
学
校
設
立
の
た
め
の
相
談
会
、
裏
で
は
大
隈
と
井
上
の
提
携
の
場

で
す
。
こ
の
提
携
は
成
功
し
、
こ
の
後
七
月
二
三
日
の
黒
田
清
隆
総
理
大
臣
・
大
隈
・
井
上
の
三
者
会
談
で
井
上
の
入
閣
が
内
定
し
、

七
月
二
五
日
、
井
上
は
黒
田
内
閣
の
農
商
務
大
臣
に
な
り
ま
す
。

問
題
は
、
新
島
が
、
七
月
一
九
日
の
大
隈
外
務
大
臣
官
邸
で
の
会
合
の
も
う
一
つ
の
意
味
、
す
な
わ
ち
井
上
と
大
隈
の
提
携
交
渉

を
知
っ
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
新
島
同
席
の
上
で
こ
の
提
携
交
渉
が
行
わ
れ
た
の
か
。
新
島
の
書
い
た
文
章
で
そ
の
こ
と
を
う
か
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が
わ
せ
る
も
の
は
現
在
の
段
階
で
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
以
前
、「
新
島
襄
と
自
由
民
権
家
の
群
像
」
と
い
う
拙
稿
を
書
い
た
と
き
に
は
、

新
島
襄
と
い
う
の
は
こ
の
会
合
の
別
の
意
味
を
知
ら
な
か
っ
た
、
お
そ
ら
く
提
携
交
渉
は
別
の
部
屋
で
や
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
新
島
と
い
う
人
は
政
治
オ
ン
チ
の
要
素
が
あ
る
と
も
考
え
て
い
ま
し
た
。

た
だ
、
史
料
が
な
い
の
で
何
と
も
言
え
な
い
ん
で
す
が
、
今
は
、
新
島
は
知
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
新

島
は
、
全
力
で
井
上
と
大
隈
の
会
合
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
七
月
一
〇
日
付
の
新
島
襄
よ
り
大
隈
重

信
宛
書
簡
で
わ
か
り
ま
す
。
新
島
は
、
こ
の
書
簡
の
中
で
、「（
両
者
は
）
民
間
ノ
教
育
事
業
御
賛
成
ノ
一
点
ニ
至
リ
テ
ハ
毫
モ
隔
異

セ
ラ
ル
ヽ
所
ハ
有
之
間
敷
ト
了
察
」
と
し
て
、
教
育
事
業
で
は
一
致
す
る
は
ず
だ
と
述
べ
て
い
ま
す
。
政
治
的
提
携
の
こ
と
は
一
切

述
べ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
新
島
は
、「
御
存
シ
ノ
通
小
生
ノ
如
キ
ハ
巳
ニ
一
身
ヲ
宗
教
ト
教
育
ト
ニ
委
候
故
、
当
時
公
然
ト
政

事
上
に
ニ
奔
走
セ
サ
ル
ハ
深
ク
理
由
之
有
之
侯
訳
ニ
シ
テ
」
と
述
べ
、
自
分
は
政
治
で
奔
走
す
る
こ
と
は
な
い
、
と
述
べ
て
い
ま
す

（『
全
集
』
第
三
巻
、六
〇
二
～
〇
三
頁
）。
新
島
は
、七
月
一
九
日
の
会
合
が
、大
隈
と
井
上
の
政
治
的
提
携
の
場
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
自
分
は
政
治
に
は
関
与
し
な
い
と
い
う
姿
勢
を
新
島
は
持
ち
続
け
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
新

島
と
い
う
人
は
、
い
ろ
ん
な
政
治
家
と
の
接
触
が
あ
る
ん
で
す
。
板
垣
退
助
や
、
大
阪
に
あ
っ
た
立
憲
政
党
の
人
び
と
の
よ
う
な
自

由
民
権
運
動
家
、
あ
る
い
は
今
日
は
委
し
く
は
申
上
げ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
井
上
馨
・
陸
奥
宗
光
・
古
沢
滋
の
よ
う
な
自
治
党
人
脈

の
人
び
と
と
も
接
触
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
絶
対
に
政
治
に
は
深
く
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
か
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
、「
自
分
は
宗
教

家
で
あ
り
教
育
者
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
自
己
抑
制
を
働
か
せ
て
い
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

全
国
的
展
開
の
面
で
言
え
ば
、
同
年
一
一
月
七
日
、
全
国
の
主
要
な
新
聞
、
雑
誌
上
に
「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意
」（
徳
富
蘇

峰
起
草
）
を
発
表
、
全
国
的
に
寄
付
金
の
募
集
を
訴
え
た
こ
と
は
御
承
知
の
通
り
で
す
（『
全
集
』
第
八
巻
、
一
七
三
～
七
四
頁
、

第
一
巻
、
一
三
〇
～
一
四
一
頁
）。
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③
知
恩
院
の
会
合

も
う
一
度
京
都
で
の
大
学
設
立
募
金
運
動
の
話
に
移
し
ま
す
。

一
八
八
八
年
（
明
治
二
一
）
四
月
一
二
日
、
洛
東
知
恩
院
山
内
の
大
広
間
を
会
場
に
明
治
専
門
学
校
設
立
の
た
め
大
集
会
が
行
わ

れ
ま
す
。
理
事
委
員
・
北
垣
府
知
事
・
府
会
議
員
・
上
下
京
区
長
・
諸
会
社
頭
取
・
戸
長
・
医
師
、「
其
外
市
中
の
重
達
た
る
財
産

家
六
百
有
余
名
」
が
参
加
し
ま
し
た
。
司
会
は
府
会
議
長
田
中
源
太
郎
で
す
（『
全
集
』
第
一
巻
、
二
二
七
～
二
八
頁
）。
注
目
さ
れ

る
の
は
、
北
垣
府
知
事
は
じ
め
京
都
府
の
書
記
官
、
す
な
わ
ち
ナ
ン
バ
ー
２
（
尾
越
蕃
輔
）、
ナ
ン
バ
ー
３
（
森
本
後
凋
）、
京
都
府

の
課
長
ク
ラ
ス
ま
で
、
要
す
る
に
京
都
府
の
官
僚
上
層
部
が
総
出
で
出
席
し
ま
し
た
（『
全
集
』
第
一
巻
、
二
二
七
～
二
二
八
頁
）。

こ
れ
は
、
明
ら
か
に
北
垣
の
力
に
よ
り
開
か
れ
た
大
集
会
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
新
島
と
北
垣
は
こ
の
集
会
の
前

に
何
度
も
接
触
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
集
会
の
会
場
は
、
知
恩
院
側
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
最
初
京
都
府
社
寺
係
中
川
武
俊
か

ら
書
面
の
依
頼
が
あ
り
、
さ
ら
に
北
垣
が
大
き
く
か
か
わ
っ
た
保
勝
会
の
会
員
内
貴
甚
三
郎
が
本
山
に
来
て
、
専
門
学
校
設
立
の
た

め
集
会
す
る
の
で
貸
与
あ
り
た
し
と
要
請
に
よ
り
「
何
心
な
く
貸
与
の
承
諾
」
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
（『
全
集
』
第
一
巻
、
二

二
四
頁
）。
知
恩
院
側
も
、
京
都
府
の
社
寺
係
か
ら
書
面
の
依
頼
が
あ
り
、
ま
た
「
名
勝
・
古
蹟
」・
古
社
寺
の
保
存
を
目
的
と
し
て

一
八
八
一
年
一
〇
月
に
設
立
さ
れ
た
保
勝
会
の
内
貴
甚
三
郎
が
直
接
本
山
に
出
向
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
会
場
を
貸
さ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
あ
く
ま
で
推
測
で
す
が
、
当
時
京
都
の
多
く
の
寺
院
が
明
治
以
後
の
寺
社
領
の
処
分
な
ど
で
財
政

的
に
厳
し
か
っ
た
事
情
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
推
測
で
す
。
た
だ
、
琵
琶
湖
疏
水
の
分
線
用

と
し
て
南
禅
寺
の
水
路
閣
が
で
き
る
の
が
こ
の
年
で
あ
っ
た
こ
と
も
推
測
を
補
強
す
る
点
で
す
。

こ
の
知
恩
院
の
席
上
、
新
島
は
「
私
立
大
学
ヲ
設
立
ス
ル
ノ
旨
意
、
京
都
府
民
ニ
告
ク
」
と
い
う
演
説
を
行
う
の
で
す
が
、
そ
の

中
で
お
も
し
ろ
い
の
は
、
新
島
は
北
垣
が
進
め
た
京
都
の
振
興
策
、
す
な
わ
ち
琵
琶
湖
疏
水
工
事
を
称
賛
し
、
そ
れ
を
進
め
る
演
説
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を
行
う
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
こ
う
い
う
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

鴨
川
ノ
東
ハ
巍
然
タ
ル
、
大
工
場
、
大
製
造
場
ト
ナ
ル
ハ
、
吾
々
ノ
疑
ヲ
容
レ
ザ
ル
所
デ
ア
リ
マ
ス

要
す
る
に
、
当
初
の
琵
琶
湖
疏
水
工
事
の
計
画
は
、
大
津
か
ら
ひ
い
た
琵
琶
湖
疏
水
の
水
で
南
禅
寺
の
北
部
の
あ
た
り
、
具
体
的

に
は
若
王
子
の
あ
た
り
で
水
車
群
を
つ
く
り
、
そ
の
水
車
を
回
し
て
動
力
と
し
、
こ
れ
を
も
と
に
こ
の
あ
た
り
を
大
工
場
地
帯
に
す

る
、
そ
し
て
京
都
を
一
大
工
業
都
市
に
す
る
と
い
う
計
画
で
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
翌
一
八
八
九
年
（
明
治
二
二
）
に
水
車
に
よ
る

動
力
か
ら
、
当
時
の
世
界
の
最
新
技
術
で
あ
る
電
気
に
切
り
替
り
ま
す
。
こ
の
切
り
替
り
を
推
進
し
た
の
が
、
ア
メ
リ
カ
に
調
査
に

行
っ
て
い
た
田
辺
朔
郎
と
高
木
文
平
で
す
。
新
島
が
、
演
説
し
た
時
期
は
、
鴨
川
の
東
を
大
工
場
地
帯
に
す
る
と
い
う
計
画
が
生
き

て
い
た
時
代
で
す
。
も
し
、
こ
の
計
画
が
そ
の
ま
ま
続
い
て
い
た
な
ら
ば
、
新
島
の
墓
地
の
あ
る
若
王
子
の
景
観
も
だ
い
ぶ
違
っ
て

い
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
と
も
あ
れ
、
大
学
設
立
募
金
運
動
の
面
で
重
要
な
こ
と
は
、
新
島
と
北
垣
は
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
進
み
、

新
島
自
身
も
北
垣
の
京
都
振
興
策
を
当
然
の
よ
う
に
受
け
入
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
京
都
の
振
興
の
た
め

に
は
、
琵
琶
湖
疏
水
工
事
と
と
も
に
大
学
を
設
立
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
。
そ
の
こ
と
を
、
新
島
は
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

花
ノ
都
ヲ
一
変
シ
テ　
　
　

製
造
ノ
都
ト
為
セ

遊
惰
ノ
都
ヲ
一
変
シ
テ　
　

勉
強
ノ
都
大
学
ノ
都
会
ト
為
セ
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Ⅳ　

新
島
の
北
垣
へ
の
依
存
―
京
都
で
の
募
金
運
動
は
順
調
に
進
展
し
な
か
っ
た
―

①
京
都
府
下
の
集
金
の
不
調

大
学
設
立
募
金
運
動
は
こ
の
よ
う
に
一
見
進
展
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
実
は
募
金
の
約
束
を
取
り
付
け
る
こ
と
と
、
実

際
の
納
金
が
あ
る
か
ど
う
か
は
別
の
問
題
で
す
。
こ
の
点
で
、
新
島
は
、
新
島
は
ま
だ
ま
だ
北
垣
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
八
八
八
年
（
明
治
二
一
）
八
月
六
日
付
の
北
垣
国
道
よ
り
新
島
宛
の
書
簡
で
は
、「
根
本
地
タ
ル
京
都
は
未
タ
著
シ
き
功
ヲ
見
ス
」

（『
全
集
』
第
九
巻
〈
上
〉
四
二
四
頁
）
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
八
八
九
年
（
明
治
二
二
）
一
月
一
七
日
、
神
戸
か
ら
発
信
し
た
新
島
よ
り
北
垣
宛
書
簡
で
は
、
神
戸
で
の
募
金
運
動
が

う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
様
子
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
新
島
は
兵
庫
県
庁
で
内
海
忠
勝
兵
庫
県
知
事
に
面
会
し
ま
す
が
、

内
海
か
ら
京
都
府
の
豪
家
も
ま
と
め
き
れ
て
い
な
い
、京
都
の
手
本
を
示
せ
と
冷
淡
に
拒
否
さ
れ
ま
す
（『
全
集
』
第
四
巻
、一
七
頁
）。

内
海
の
言
う
の
も
一
理
あ
り
ま
し
て
、
京
都
で
は
千
円
以
上
の
寄
付
申
出
者
は
浜
岡
光
哲
の
み
で
す
。
後
は
そ
れ
以
下
で
、
京
都

で
は
一
円
と
か
小
口
の
応
募
者
が
と
も
か
く
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
前
に
言
っ
た
よ
う
に
、
募
金
の
約
束
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
実
際
に
そ
の
金
が
支
払
わ
れ
た
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

同
志
社
社
史
資
料
室
に
は
、「
同
志
社
大
学
義
捐
者
姓
名
簿
」
と
い
う
史
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
（
同
種
の
も
の
が
九
冊
あ
り
ま
す
）。

こ
の
史
料
に
は
、
寄
付
申
出
額
と
納
金
の
有
無
が
書
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
「
領
収
済
」、
済
、
合
の
印
が
あ
る
簿
冊
が
あ
り
ま
す
。�

「
領
収
済
」
は
寄
付
申
出
額
を
全
額
納
金
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
済
は
全
額
納
金
を
示
す
も
の
か
は
確
定
で
き
ま
せ
ん
。
合
は
簿

冊
の
点
検
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
写
真
１
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
例
え
ば
、
田
中
源
太
郎
の
名

前
が
出
て
き
ま
す
が
、「
三
百
五
拾
円
」
は
募
金
を
約
束
し
た
金
額
で
す
。
こ
の
字
の
上
に
は
済
と
あ
り
ま
す
が
、
三
五
〇
円
を
一
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挙
に
払
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、「
三
百
五
拾
円
」
の
下
に
小
さ
な
字
で
「
三
十
円
」
と
あ
っ
て
、
そ
こ
に
も
済
が
あ
り
ま
す
。
結
局

の
と
こ
ろ
、
私
は
こ
う
解
釈
し
て
い
ま
す
。
田
中
源
太
郎
は
三
五
〇
円
の
募
金
を
約
束
し
た
。
そ
の
内
、
こ
の
名
簿
が
で
き
た
時
に

は
実
際
に
払
っ
た
額
は
三
〇
円
で
あ
っ
た
と
。
こ
の
名
簿
に
は
一
二
一
五
名
（
団
体
含
む
）
の
記
載
が
あ
り
ま
す
が
、「
京
都
府
庁
」

関
係
者
の
寄
付
申
出
者
二
一
六
名
に
は
北
垣
国
道
の
三
〇
〇
円
が
「
領
収
済
」
以
外
に
、
誰
ひ
と
り
「
領
収
済
」
の
サ
イ
ン
は
な
く
、

す
べ
て
済
の
み
で
す
。
こ
の
済
は
、
さ
き
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
実
際
払
っ
た
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
、
む
し
ろ
約
束
し

た
け
れ
で
も
実
際
は
払
っ
て
い
な
い
済
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
結
局
納
金
が
実
際
に
ど
の
程
度
行
わ
れ
た
の
か
確
定
は
で

き
ま
せ
ん
。
な
お
こ
の
名
簿
を
見
た
時
、
京
都
府
下
で
募
金
を
誰
が
約
束
し
な
か
っ
た
か
も
興
味
が
わ
き
ま
す
。
完
全
に
募
金
を
約

束
し
な
か
っ
た
か
正
確
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、「
同
志
社
大
学
義
捐
者
姓
名
簿
」
を
見
る
限
り
、
京
都
府
下
の
有
名
人
で
は
、
尾

越
蕃
輔
（
京
都
府
ナ
ン
バ
ー
２
の
こ
の
人
物
は
、
一
八
八
八
年
四
月
一
二
日
、
洛
東
知
恩
院
の
会
合
に
は
い
た
は
ず
で
す
）
溝
口
市

次
郎
、
植
島
幹
、
畑
道
名
、
中
安
信
三
郎
、
富
田
半
兵
衛
、
飯
田
新
七
な
ど
の
記
載
が
な
い
の
が
気
に
か
か
り
ま
す
。
溝
口
・
植
島
・

中
安
な
ど
は
ア
ン
チ
北
垣
の
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
人
物
で
す
。
京
都
市
中
に
お
い
て
室
町
商
人
な
ど
が
ど
の
程
度
寄
付
申
出
が
あ
っ

た
か
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
募
金
を
約
束
し
な
が
ら
、
実
際
は
ど
の
程
度
の
金
額
が
集
ま
っ
て
い
た
か
が
わ
か
る
史
料
が
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

実
は
今
回
の
展
示
で
格
好
の
史
料
が
あ
り
ま
し
た
。
図
録
『
は
じ
ま
り
の
地
』
で
は
、
五
五
頁
に
そ
の
史
料
が
載
っ
て
い
ま
す
。
同

志
社
大
学
事
務
所
用
箋
に
書
か
れ
た
こ
の
史
料
を
翻
刻
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①　
〔
欄
外
〕
明
治
廿
二
年
十
二
月
卅
一
日

　
　
　
　
　

義
捐
金
之
事
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一
、
金
五
万
九
千
八
百
七
拾
七
円
六
拾
八
銭
九
厘

　
　
　
　

内

　
　

金
参
万
九
千
百
七
拾
八
円
七
拾
弐
銭
弐
厘　
　

現
金
収
入
高

　
　

金
五
拾
七
円
也　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

予
約
者
死
亡
或
ハ
違
約
等
ノ
分

　
　

金
弐
百
六
拾
四
円
也　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
告
違
及
帳
簿
重
複

　
　

金
弐
万
〇
三
百
七
拾
七
円
九
拾
八
銭
七
厘　
　

未
納
金
高

　
　
　
　
　

〆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②　
〔
欄
外
〕
明
治
廿
三
年
十
月
十
日

　

�

一
翰
啓
呈
仕
候
、
陳
ハ
去
ル
十
七
年
三
月
ヨ
リ
昨
年
中
ニ
係
ル
会
計
実
際
報
告
書
ヲ
製
、
賢
覧
ニ
供
候
条
、
披
閲
之
上
ハ
金
森

氏
へ
も
御
送
示
被
降
度
奉
希
望
候
、
余
事
ハ
后
便
え
残
シ
、
右
得
貴
意
度
如
斯
御
座
候　
　
　

艸
々
拝
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廣
瀬
源
三
郎
（
印
）

　
　

大
磯
ニ
テ

　
　
　

新
島
襄
先
生

ま
ず
、
②
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
年
月
日
は
、「
明
治
廿
三
年
十
月
十
日
」
と
書
い
て
い
ま
す
が
、「
十
月
十
日
」
は
明

確
に
誤
り
で
す
。
封
筒
は
「
一
月
十
日
」
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
は
、「
一
月
十
日
」
が
正
し
い
と
思
い
ま
す
。
新
島
襄
が

大
磯
で
亡
く
な
る
の
は
こ
の
年
の
一
月
二
三
日
で
す
か
ら
、「
十
月
十
日
」
で
す
と
、
新
島
が
亡
く
な
っ
て
だ
い
ぶ
経
っ
て
か
ら
こ



新
島
襄
と
京
都
府
政
の
人
々
―
大
学
設
立
募
金
運
動
を
さ
さ
え
た
人
脈
―

二
〇
三

の
手
紙
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
は
、
②
は
何
を
書
い
て
い
る
か
と
い
う
と
、
新
島
に
対
し
、
大
学
創
立
事
務
の
書
記
を

つ
と
め
て
い
た
廣
瀬
源
三
郎
が
、
一
八
八
四
年
（
明
治
一
七
）
三
月
か
ら
一
八
八
九
年
（
明
治
二
二
）
一
二
月
ま
で
の
「
会
計
実
際

報
告
書
」
を
送
る
の
で
そ
れ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
金
森
通
倫
氏
に
も
そ
れ
を
見
せ
て
く
れ
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

そ
の
会
計
報
告
が
①
で
す
。
大
学
設
立
の
義
捐
金
申
出
が
五
万
九
八
七
七
円
余
、
そ
の
内
訳
は
現
金
収
入
が
三
万
九
一
七
八
円
余

で
、
こ
れ
が
実
際
に
あ
る
金
で
す
。
こ
の
割
合
は
約
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。「
予
約
者
死
亡
或
ハ
違
約
等
ノ
分
」
と
「
広
告
違
及

帳
簿
重
複
」
を
除
き
、
未
納
金
額
は
二
万
三
七
七
円
余
に
な
り
ま
す
。
こ
の
割
合
は
、
約
三
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

申
し
出
た
義
捐
金
の
約
三
四
パ
ー
セ
ン
ト
は
実
際
同
志
社
に
は
届
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
島
襄
は
こ
の
後
す
ぐ
に

亡
く
な
り
ま
す
が
、
そ
の
後
こ
れ
ら
の
会
計
処
理
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
く
か
、
ま
だ
研
究
が
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
と
も
か

く
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

②
北
垣
へ
の
依
存
度
の
増
大

と
も
か
く
、
募
金
運
動
が
大
き
く
拡
が
ら
な
い
、
募
金
の
約
束
は
あ
っ
て
も
実
際
は
金
が
集
ま
ら
な
い
。
こ
れ
は
新
島
に
と
っ
て

大
き
な
悩
み
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
島
は
北
垣
を
頼
り
続
け
ま
す
。

そ
の
一
つ
は
、
横
浜
正
金
銀
行
頭
取
の
原
六
郎
の
問
題
で
し
た
。
原
は
以
前
に
六
、〇
〇
〇
円
の
募
金
を
約
束
し
て
い
て
い
ま
し

た
が
、
一
向
に
そ
の
金
を
渡
す
気
配
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
新
島
は
、
北
垣
、
井
上
馨
、
渋
沢
栄
一
に
原
と
の
調
整

を
要
請
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
（『
全
集
』
第
四
巻
、
一
四
八
頁
、
一
七
一
頁
、
第
五
巻
、
三
九
六
頁
）。

ま
た
、一
八
八
九
年
（
明
治
二
二
）
に
な
っ
て
も
他
府
県
で
の
募
金
活
動
は
順
調
に
進
展
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
病
勢
の
進
行
も
あ
っ

て
か
、
新
島
の
北
垣
へ
の
依
存
は
よ
り
露
骨
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
さ
き
ほ
ど
も
触
れ
た
一
月
一
七
日
、
神
戸
か
ら
発
信
し
た
新
島



新
島
襄
と
京
都
府
政
の
人
々
―
大
学
設
立
募
金
運
動
を
さ
さ
え
た
人
脈
―

二
〇
四

よ
り
北
垣
宛
書
簡
（『
全
集
』
第
四
巻
、
一
七
頁
）
で
は
次
の
よ
う
に
北
垣
に
哀
願
し
て
い
ま
す
。
自
分
に
は
種
々
熟
考
し
て
も
名

案
は
な
く
、
京
阪
神
の
有
力
者
を
取
り
ま
と
め
る
た
め
に
、
何
と
か
「
閣
下
特
殊
之
御
工
夫
」
を
い
た
だ
け
な
い
か
。

さ
ら
に
、
二
月
六
日
、
新
島
よ
り
地
方
官
会
議
出
席
の
た
め
東
京
滞
在
中
の
北
垣
宛
書
簡
（『
全
集
』
第
四
巻
、
三
九
～
四
〇
頁
）

で
は
、
北
垣
に
対
し
、
他
府
県
知
事
へ
の
周
旋
を
依
頼
し
ま
す
。

新
島
は
明
ら
か
に
北
垣
を
頼
り
に
し
て
い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
新
島
は
、
大
学
設
立
運
動
に
関
す
る
情
報
を
ほ
と
ん
ど
選
ぶ

こ
と
な
く
、
む
し
ろ
同
一
志
向
の
人
物
と
し
て
北
垣
に
伝
え
て
い
た
感
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
北
垣
も
、
そ
れ
に
呼
応
し
、
政
府

顕
官
や
地
方
官
へ
の
添
書
を
ほ
と
ん
ど
た
め
ら
い
な
く
書
い
て
い
た
形
跡
が
あ
り
ま
す
。

北
垣
自
身
も
運
動
員
の
様
相
を
呈
し
て
い
ま
し
た
。
一
八
八
九
九
年
（
明
治
二
二
）
一
〇
月
二
九
日
の
北
垣
の
日
記
（『
塵
海
』

明
治
二
二
年
一
〇
月
二
九
日
条
）
に
は
、
東
上
し
て
い
た
北
垣
が
三
井
銀
行
の
西
村
虎
四
郎
に
会
い
、
西
村
に
三
井
一
党
の
寄
付
を

承
諾
さ
せ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
北
垣
ら
京
都
府
政
界
の
人
々
は
な
ぜ
新
島
襄
の
大
学
設
立
運
動
を
支
援
し
た
の
か
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
ず
、
こ
れ
は
ど
な
た
で
も
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
関
西
最
初
の
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
私
立
大
学
の
魅
力
だ
と
思
い
ま

す
。
当
時
、
大
学
は
官
立
の
東
京
大
学
（
一
八
七
七
年
成
立
、
一
八
八
一
年
法
・
理
・
文
・
医
の
統
一
的
四
学
部
制
大
学
、
一
八
八

六
年
東
京
帝
国
大
学
）
し
か
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
北
垣
の
場
合
、
と
く
に
京
都
の
振
興
の
た
め
に
理
化
学
教
育
に
期
待
を
か
け
て

い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
北
垣
が
三
井
銀
行
の
西
村
虎
四
郎
に
会
っ
た
際
、「
同
志
社
大
学
設
立
ノ
事
業
、
理
化
学
両
科
ハ

尤
モ
我
国
発
達
ノ
要
具
ナ
ル
ニ
、
既
ニ
其
事
業
諸
学
科
ノ
内
此
二
科
教
室
建
築
ニ
着
手
セ
リ
。
此
科
業
ハ
京
都
工
商
業
上
ニ
於
テ
最

大
ノ
関
係
ヲ
有
ス
ル
有
益
緊
要
ノ
者
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
で
わ
か
る
と
お
も
い
ま
す
。
な
お
、
北
垣
は
西
洋
文
明
、
と
り
わ
け
西



新
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運
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さ
さ
え
た
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脈
―

二
〇
五

洋
科
学
技
術
の
導
入
に
熱
心
で
し
た
（
琵
琶
湖
疏
水
の
水
力
利
用
を
当
時
に
お
け
る
世
界
の
最
新
技
術
で
あ
る
電
気
を
導
入
す
る
こ

と
を
決
断
）。
ま
た
北
垣
は
西
洋
文
明
に
伴
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
が
入
っ
て
く
る
の
は
当
然
と
考
え
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て

ま
っ
た
く
抵
抗
感
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
一
部
で
は
、「
耶
蘇
教
」
心
酔
者
と
み
ら
れ
て
い
ま
し
た
（
拙
稿
「
新
島

襄
と
北
垣
国
道
」）。

Ⅵ　

新
島
襄
と
い
う
人
物
の
お
も
し
ろ
さ

最
後
に
主
観
的
な
話
を
し
ま
す
。
私
は
、
新
島
襄
を
好
き
で
す
。
何
が
一
番
好
き
か
と
い
う
と
、
金
を
集
め
る
姿
勢
で
す
。
私
の

場
合
、
新
島
の
理
念
と
か
そ
う
い
う
も
の
に
魅
力
を
感
じ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
こ
と
よ
り
も
、
金
集
め
の
と
き
に

全
身
全
霊
を
か
け
て
、
な
り
ふ
り
構
わ
ず
に
や
る
。
北
垣
に
す
が
り
つ
く
。
そ
の
姿
勢
が
魅
力
的
で
す
。
そ
う
で
い
な
が
ら
、
政
治

と
は
い
つ
で
も
一
線
を
画
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
井
上
馨
、
陸
奥
宗
光
、
大
隈
重
信
あ
る
い
は
自
由
民
権
運
動
家
に
対
し
て
で
も

そ
う
で
す
。
彼
ら
と
付
き
合
う
ん
で
す
が
、
政
治
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。
や
は
り
、
教
育
者
だ
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
新
島
と
自
由
民
権
運
動
お
よ
び
自
由
民
権
運
動
家
に
つ
い
て
一
言
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
二
〇
〇
五
年
に
刊
行

さ
れ
た
太
田
雄
三
氏
の
『
新
島
襄
』
と
い
う
本
で
は
、「
新
島
は
自
由
民
権
運
動
に
伴
っ
た
思
想
的
傾
向
に
概
し
て
敵
意
と
警
戒
の

念
を
持
っ
た
」「
欧
化
時
代
の
風
潮
に
乗
じ
て
国
家
権
力
に
頼
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
を
広
め
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
新

島
が
、
ど
こ
ま
で
本
当
に
自
由
と
い
う
も
の
を
尊
重
す
る
人
間
だ
っ
た
か
疑
わ
し
く
思
わ
れ
る
」（
三
〇
五
～
三
〇
六
頁
）
と
、
書

い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
由
民
権
運
動
と
言
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
新
島
の
思
想
的
傾
向
は
明
確
で
す
。
新
島
は
、
板
垣

退
助
や
立
憲
政
党
に
連
な
る
人
び
と
に
は
親
近
感
を
寄
せ
て
い
た
し
、
人
的
関
係
も
持
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
民
権
運
動
で
も



新
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襄
と
京
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の
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運
動
を
さ
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え
た
人
脈
―

二
〇
六

「
過
激
」
な
壮
士
的
民
権
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
是
と
し
て
は
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
（『
全
集
』
第
一
巻
、

四
五
〇
～
四
五
一
頁
、
四
五
四
頁
）。
こ
の
点
は
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
か
ら
証
明
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
新
島
と
い
う
人
の
性
格
は
ど
う
な
の
か
な
と
考
え
た
時
に
、
こ
れ
が
ぴ
っ
た
り
だ
な
と
思
っ
た
表
現
が
あ
り
ま
し
た
。
次

の
中
村
栄
助
の
新
島
評
で
す
。

私
が
初
め
て
会
っ
た
此
の
紳
士
の
印
象
は
、
私
の
頭
に
深
く
刻
ま
れ
た
。
其
顔
は
蒼
白
い
ほ
う
で
、
濃
厚
な
眉
毛
と
髭
、
左
眉

の
上
に
残
る
傷
痕
、
飽
く
ま
で
黒
く
澄
ん
だ
瞳
、
何
処
と
な
く
一
種
の
威
厳
が
具
わ
つ
て
ゐ
る
。
紳
士
は
何
ち
ら
か
と
い
へ
ば
、

言
葉
数
の
少
な
い
ほ
う
で
あ
つ
た
。
し
か
も
、
語
る
一
言
一
語
に
は
、
心
か
ら
の
真
実
が
籠
つ
て
ゐ
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。

そ
こ
に
は
決
し
て
偽
り
も
飾
り
も
発
見
す
る
こ
と
が
能
き
な
い
。
そ
れ
に
、
優
し
く
て
人
な
つ
こ
い
と
こ
ろ
が
あ
つ
て
、
人
を

惹
き
つ
け
る
或
る
不
思
議
な
魅
力
を
有
つ
て
ゐ
る
人
物
だ
。�

�

（
森
中
章
光
編
、
中
村
栄
助
述
『
九
拾
年
』
三
八
頁
、
傍
線
高
久
）

中
村
の
い
み
じ
く
も
表
現
し
た
「
優
し
く
て
人
な
つ
こ
い
」。
新
島
と
接
し
、「
人
な
つ
っ
こ
さ
」
で
い
つ
の
ま
に
か
魅
了
さ
れ
た

人
間
が
結
構
い
た
ん
だ
ろ
う
な
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。
あ
れ
ほ
ど
、
非
キ
リ
ス
ト
者
で
慎
重
で
警
戒
心
の
強
い
田
中
源
太
郎
も

そ
の
一
人
だ
と
思
い
ま
す
。
い
い
意
味
で
の
、
も
っ
て
生
ま
れ
た
「
人
た
ら
し
」
の
素
質
は
、
こ
の
大
学
設
立
募
金
運
動
で
充
分
に

発
揮
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
も
う
時
間
も
過
ぎ
ま
し

た
の
で
、
私
の
つ
た
な
い
話
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



新
島
襄
と
京
都
府
政
の
人
々
―
大
学
設
立
募
金
運
動
を
さ
さ
え
た
人
脈
―

二
〇
七

（
追
記
）

こ
の
講
演
記
録
を
ま
と
め
る
た
め
、
一
一
月
に
同
志
社
大
学
社
史
資
料
室
を
訪
れ
た
際
、
布
施
智
子
氏
よ
り
「
京
都
府
下
（
予
約

申
入
）
大
学
資
金
寄
附
未
納
者
姓
名
録
」
な
る
簿
冊
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
私
は
、
二
〇
〇
二
年
に
、
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研

究
所
「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
会
」
で
「
同
志
社
大
学
義
捐
者
姓
名
簿
」
九
冊
を
分
析
し
た
報
告
（「
明
治
専
門
学
校
（
同
志

社
大
学
）
義
捐
金
名
簿
に
つ
い
て
（
１
）」）
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
時
は
う
か
つ
に
も
「
京
都
府
下
（
予
約
申
入
）
大
学

資
金
寄
附
未
納
者
姓
名
録
」
と
い
う
簿
冊
を
見
過
ご
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
簿
冊
の
分
析
は
他
日
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
表
面
的
に
気
付
い
た
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。
第
一
に
、
こ
の
簿
冊
は
募
金
を
約
束
し
な
が
ら
も
ま
っ
た
く
お
金
を
納
金

し
て
い
な
い
人
だ
け
で
は
な
く
、
一
部
納
金
し
た
人
名
も
書
い
て
い
る
。
第
二
に
、
こ
の
簿
冊
が
い
つ
作
成
さ
れ
た
か
は
記
載
が
な

い
の
で
不
明
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
簿
冊
が
作
成
さ
れ
た
あ
と
に
納
金
し
た
人
が
い
る
可
能
性
は
捨
て
き
れ
な
い
。
第
三
に
、

こ
の
簿
冊
で
姓
名
が
記
載
し
て
い
る
の
が
五
一
七
名
で
あ
る
。
二
〇
〇
二
年
に
報
告
し
た
レ
ジ
メ
を
見
る
限
り
で
あ
る
が
、
京
都
府

下
で
募
金
を
約
束
し
た
人
名
は
六
二
二
名
で
あ
る
の
で
、
一
〇
五
名
は
募
金
完
納
で
約
一
七
パ
ー
セ
ン
ト
弱
で
あ
る
。
別
の
言
い
方

を
す
れ
ば
八
三
パ
ー
セ
ン
ト
強
は
ま
だ
募
金
完
納
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
第
四
に
、
こ
の
名
簿
に
は
京
都
府
庁
関
係

者
が
二
一
六
名
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
一
名
だ
け
が
一
部
納
金
し
て
い
る
だ
け
で
、
二
一
五
名
は
こ
の
名
簿
の
時
点
で
一
銭

た
り
と
も
納
金
さ
れ
て
い
な
い
。
府
知
事
北
垣
国
道
は
諸
種
の
史
料
に
よ
り
三
〇
〇
円
を
「
即
納
」
し
た
こ
と
は
判
明
し
て
お
り
、

北
垣
以
外
の
京
都
府
官
僚
は
、
そ
れ
ほ
ど
こ
の
運
動
に
熱
心
で
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
逆
に
北
垣
の
熱
意
が
際

立
つ
こ
と
に
な
る
の
だ
が
。
と
も
あ
れ
、
数
の
把
握
の
正
確
さ
も
含
め
て
、
こ
の
問
題
は
他
日
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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